
    

遊
休
農
地
の
状
況
を
　
　

遊
休
農
地
の
状
況
を
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　  

確
認
し
ま
し
た

確
認
し
ま
し
た

　

農
業
委
員
会
で
は
毎
年
、
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル(

農
地
利
用
状
況
調
査)

を
実
施
し
て
い
ま

す
。
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
と
は
、
遊
休
農
地
の

発
生
や
解
消
の
状
況
、
ま
た
、
農
地
が
違
法

に
使
わ
れ
て
い
な
い
か
を
現
地
に
赴
き
確
認

す
る
活
動
で
、
優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利

用
を
図
る
上
で
、
と
て
も
重
要
な
活
動
で

す
。

　

７
月
に
各
地
区
の
担
当
委
員
が
行
っ
た
事

前
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
８
月
29
日
か
ら

９
月
８
日
に
か
け
て
、
市
内
全
域
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
水
は
け
や

日
当
た
り
が
悪
い
な
ど
、
耕
作
利
用
が
難
し

い
農
地
に
お
い
て
、
遊
休
農
地
を
確
認
し
ま

し
た
。
遊
休
農
地
化
す
る
原
因
は
、
耕
作
者

の
高
齢
化
や
後
継
者
の
不
在
、
水
路
な
ど
の

老
朽
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

遊
休
農
地
を
放
置
す
る
と
、
害
虫
が
発
生

し
て
周
囲
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
か
、
ク
マ

な
ど
有
害
鳥
獣
の
隠
れ
家
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
度
遊
休
農
地
化
し
て
し
ま
う

と
、
農
地
に
復
旧
す
る
た
め
に
は
大
変
な
労

力
と
費
用
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
農
地
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
定
期
的

に
草
刈
り
や
耕
起
を
し
、
適
正
な
管
理
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

�
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農
業
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藤
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裕
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）

  

「
農
地
の
日

「
農
地
の
日｣｣

の
活
動
を

の
活
動
を  

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　  

行
い
ま
し
た

行
い
ま
し
た

　

農
業
委
員
会
は
、
７
月
４
日
、｢

農
地
の

日｣

の
活
動
を
ｈ
о
Ｋ
ｋ
о
で
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
農
業
委
員
19
人
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
28
人
が
出
席
。
８
月
下
旬
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
出
発
式

と
委
員
全
員
に
貸
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
毎
年
新
た
な
遊
休
農
地
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
出
発
式
で
は
、
高
橋
勉
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
佐
藤
良
一
農
業

委
員
会
会
長
に｢

農
地
の
利
用
状
況
を
正
確

に
把
握
し
、
遊
休
農
地
の
解
消
と
発
生
防
止

に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す｣

と
宣
誓
し
ま
し

た
。

　

研
修
会
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
操
作

や
、
農
地
台
帳
を
基
に
し
た
農
地
情
報
の
検

索
シ
ス
テ
ム｢
全
国
農
地
ナ
ビ｣

の
活
用
方
法

を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

は
、
現
地
確
認
の
と
き
に
農
地
の
位
置
を
確

認
で
き
、
報
告
書
の
作
成
や
提
出
な
ど
、
委

員
活
動
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
配
ら
れ
た

も
の
で
す
。
今
後
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
相

談
対
応
な
ど
に
役
立
て
ま
す
。

�

（
農
業
委
員 

菊
池 

貴
美
子
）

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
だ
よ
り

◆�

農
業
や
農
業
委
員
会
に
関
す
る
こ
と
は
地
域
の
農
業
委
員
ま
た
は
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、

　

農
業
委
員
会
事
務
局
へ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ　

北
上
市
農
業
委
員
会
事
務
局
(
本
庁
舎
３
階
)☎
72ｰ

８
２
４
６
、
72ｰ

８
２
４
７

適正に管理されているか確認する委員

農地パトロールの出発式タブレットの操作方法を学ぶ出席者

きちんと草刈りされている農地



◎農地法３条…農地の所有権、賃借権などの権利設定ま

たは移転

◎農地法４条…自己所有農地の転用

◎農地法５条…農地の所有権、賃借権などの権利設定ま

たは移転して転用

◎農地法適用外証明…農地を20年以上他の目的に使用し

ており農地の復元が不可能であることの証明

◎農用地利用集積計画…農地の所有権、賃借権などの権

利を設定または移転(受け手側が大規模農家）

　
和
賀
町
長
沼
に
住
む
髙
橋
直
樹
さ
ん

は
、
現
在
約
６
㌶
の
転
作
農
地
で
、
飼

料
用
米
約
３･

８
㌶
や
小
麦
約
１･

８
㌶
、

ピ
ー
マ
ン
、
ナ
ス
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど

の
野
菜
約
40
㌃
を
妻
の
瑞
恵
さ
ん(

42
歳)

と
共
同
経
営
す
る
農
業
者
で
す
。
野
菜
は

主
に
産
直
に
出
荷
し
て
お
り
、
消
費
者
か

ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
直
樹
さ
ん
が
農
業
者
に
な
る
決
意
を

し
た
の
は
今
か
ら
14
年
前
の
平
成
20

年
。
実
家
の
農
作
業
を
手
伝
っ
て
い
た

あ
る
日
、
父
親
か
ら
の｢

こ
れ
か
ら
は

自
分
に
代
わ
っ
て
農
業
後
継
者
と
し
て

頑
張
れ｣

と
の
励
ま
し
で
一
念
発
起
。

当
時
28
歳
と
い
う
若
さ
で
、
２
㌶
ほ
ど

の
農
地
か
ら
専
業
農
家
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
就
農
直
後
の
数
年
間
は
、

米
価
の
下
落
や
東
日
本
大
震
災
な
ど
の

影
響
を
受
け
、
厳
し
い
農
業
経
営
を
強

い
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
困
難
に
ぶ
つ
か

り
な
が
ら
も
、
直
樹
さ
ん
は
懸
命
な

努
力
で
少
し
ず
つ
作
付
面
積
を
増
や

し
、
規
模
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
し

た
。｢

確
か
に
大
変
だ
っ
た
が
、
今
で

は
こ
の
時
以
上
に
つ
ら
い
こ
と
は
な
い

と
前
向
き
に
考
え
て
い
る｣

と
笑
い
な

が
ら
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
に
瑞
恵
さ
ん
と
結
婚
。
以

降
は
夫
婦
二
人
三
脚
で
農
業
に
取
り
組

み
、
そ
の
真
剣
な
姿
は
若
い
農
業
後
継

者
と
し
て
、
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

きたかみ農家きたかみ農家

紹介します紹介します

  

市
内
全
域
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

市
内
全
域
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
を
実
施
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
を
実
施
し
ま
し
た

　
８
月
30
日
か
ら
９
月
９
日
ま
で
、
農
業

委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
49

人
と
事
務
局
は
、
市
農
林
部
と
共
に
市
内

全
域
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル(

農
地
利
用
状

況
調
査)

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
と
は
、
食
料
の
生
産

基
盤
で
あ
る
優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利

用
の
促
進
を
図
る
た
め
に
、
農
業
委
員
会

が
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
調
査
す
る
主
な
農
地
は
、
遊
休
農

地(

現
状
耕
作
の
見
込
み
が
な
い
農
地
や

周
辺
の
農
地
と
比
較
し
て
利
用
の
程
度
が

著
し
く
劣
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
農
地)

や
そ
の
恐
れ
の
あ
る
農
地
、
昨
年
実
施
し

た
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
遊
休
農
地

と
判
断
さ
れ
た
農
地
で
す
。

　
今
年
は
、
昨
年
か
ら
引
き
続
き
調
査
対

象
と
な
っ
て
い
る
農
地
約
54
㌶(

う
ち
農

業
振
興
地
域
内
約
39
㌶)

に
加
え
て
、
新

た
に
相
談
の
あ
っ
た
農
地
約
46
㌶
を
現
地

確
認
し
ま
し
た
。

　
相
続
や
離
農
し
た
際
に
農
地
の
管
理
が

不
十
分
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
こ
の
よ

う
な
状
態
が
続
き
草
木
が
生
い
茂
る
と
、

再
び
耕
作
で
き
る
状
態
に
戻
す
の
に
大
変

な
労
力
と
費
用
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
農
地
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、

耕
起
や
定
期
的
な
草
刈
り
を
行
い
、
適
切

な
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

お
し
ど
り
夫
婦
で

　
　
　
　
農
業
を
楽
し
く

髙
橋 

直
樹
さ
ん

（42
歳･

和
賀
町
長
沼
）

　
ま
た
、
直
樹
さ
ん
は
約
45
㌶
も
の
作

付
面
積
を
持
つ
、
農
事
組
合
法
人
長
沼

垂た

る

い井
農
産(

髙
橋
民
行
代
表)

の
事
務
局

長
を
務
め
て
お
り
、｢

今
後
は
若
い
農

業
後
継
者
の
仲
間
を
増
や
し
、
地
域
農

業
の
活
性
化
を
図
れ
る
よ
う
頑
張
り
た

い｣

と
、
力
強
い
決
意
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
息
子
の
瑛
太
君(

４
歳)

も
畑
に
興
味

津
々
で
、
大
き
く
実
っ
た
野
菜
を
見
つ

け
て
は
、
広
大
な
畑
を
元
気
に
駆
け

回
っ
て
い
ま
し
た
。
に
ぎ
や
か
で
楽
し

い
農
業
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

(

農
業
委
員 
高
橋 

隆
雄)

石
井 

建
一
さ
ん

�

（
50
歳･

相
去
町
）

採
れ
た
て
野
菜
で

ぜ
い
た
く
な
朝
食
を

農地の権利移転・利用権設定等審議内容

上段　審議件数（単位：件）　下段　面積（単位：㎡）

６月 ７月 ８月

農地法３条
6 7 4

14,784 5,420 11,670

農地法４条
1 1 1

2,104 66 36

農地法５条
14 8 11

35,458 5,613 13,968

農地法

適用外証明

3 3 2

1,011 472 2,126

農用地利用

集積計画

44 62 66

174,050 275,713 226,183

（上段左から）��藤枝裕樹さん、高橋隆雄さん、�

八重樫重徳さん、高橋多一さん

（下段左から）�金田康子さん、菊池貴美子さん�

及川定美さん、佐藤清一さん

前期編集委員の皆さんお疲れさまでした

　今月号をもって委員長、副委員長を除く６人の編集委員の任

期が終了となります。

　前期編集委員には、令和４年５月号から令和５年９月号まで

の農業委員会だよりを作成していただきました。

　

今
回
の
き
た
か
み
農
家
さ
ん
は
、
ア
ス
パ
ラ
王
子
こ

と
石
井
建
一
さ
ん
で
す
。

　

石
井
さ
ん
は
東
京
都
出
身
。
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
飛
来
す

る
新
堤
の
住
宅
街
近
く
の
畑
で
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
奥
さ
ま
の
故
郷
で
あ
る
北
上
市
で
、

工
場
勤
務
や
保
険
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
き
に
顧
客
の

農
家
さ
ん
と
出
会
い
、
農
業
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

農
業
は
一
人
で
も
コ
ツ
コ
ツ
と
地
道
に
積
み
上
げ
て
い

け
ば
、
補
助
金
も
あ
り
、
や
っ
て
い
け
る
と
の
思
い
に

至
っ
た
そ
う
で
す
。

　

半
年
に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
の
栽
培
方
法
を

勉
強
す
る
中
で
、
今
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
畑
と
出
合
い
、

平
成
29
年
に
体
調
を
崩
し
た
地
主
さ
ん
か
ら
37
㌃
を
譲

り
受
け
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
は
雨
に
弱
く
、
病
気
に
も
か
か
り
や
す
い

た
め
、
就
農
し
て
か
ら
も
全
国
の
産
地
に
出
向
い
て
勉

強
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ウ
ス
の
建
築
も
工
場
勤
務

の
経
験
を
生
か
し
、
お
金
を
か
け
ず
全
て
手
作
り
で
仕

上
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
栽
培
す
る
作
物
も
増
え
、
令
和
元
年
か
ら

は
直
売
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
有
機
肥
料
に
こ
だ

わ
り
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ネ
ギ
を
販

売
。｢

採
れ
た
て
を
朝
食
に｣

を
１
番
の
売
り
に
し
て
い

ま
す
。
近
隣
の
人
々
を
は
じ
め
、
ク
チ
コ
ミ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
人
気
が
広
が
り
、
売
れ
行
き
は
好
調
で
す
。

　

石
井
さ
ん
に
今
後
の
目
標
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、｢

昨

年
か
ら
取
り
組
み
始
め
た
、
年
会
費
制
で
好
き
な
野
菜

を
収
穫
で
き
る
『
畑
で
シ
ェ
ア
野
菜
』
を
た
く
さ
ん
の

人
に
利
用
し
て
も
ら
い
、
採
れ
た
て
野
菜
を
味
わ
っ
て

も
ら
い
た
い｣

と
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

�
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農
業
委
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金
田 
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子
）


